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短期集中特別訓練「調理補助員養成科」が 1 ヶ月間の訓練を終え修了式を迎えました。 

学校初の試み、調理の職業訓練。今後の皆さんの活躍に期待です！  【筆者】 東 拓希 

これまで学んだことの集大成 

 修了式を迎えるにあたり、修了前の授業で

は、訓練生にこれまで学んできた成果を発揮

してもらいました。 

 西山先生の味付実習では、先生が調理し

た料理と同じ料理を、訓練生 2人だけで協

力して仕上げるという課題に挑戦。完成した

料理を食べた西山先生は、「1 ヶ月間でここ

まで出来るようになるとは」と驚いていました。 

 山路先生の献立作成実習では、これまで

学んできた栄養素の知識や、調理方法、食

材の特性等を踏まえた一食分の献立を作成

し、プレゼンテーションまで行いました。訓練生

自身が食べて欲しい人や、調理にかかる時

間、調理上での工夫などを悩みぬいて作成し

た献立表は、オリジナリティある興味深い献立

表となりました。 

 

 

 

 

   

✿短期集中特別訓練～調理補助員養成科 修了式～  今 月 の 1 枚 

卒業生が講師として登場 

 今回の調理補助員養成科で私たちスタッフにとっ

ても、非常に嬉しいことがありました。職業人講話の

授業に、卒業生が講師として参加してくれたので

す。講師としてお越しいただいたのが、農業人材育

成科の 1期生で、現在、都城市のフレンチレストラ

ン「ル・パリ」で料理長を担当されている藤﨑先生。 

もともとシェフをされていた経験があり、森の学校で

は、食材の生産や流通などを学んだ後、料理長と

して腕をふるっています。 

 先生自身の経験談や人生目標。調理場での身

のこなしや、調理補助者として働くうえでの心構えな

ど、調理の現場で働くということについての意識や想

いといったポイントについて楽しく教えていただきまし

た。卒業した訓練生と一緒にお仕事をさせてもらえ

たことがとても嬉しく、ありがたい思いで一杯の 1日

となりました。 

ここから新たなスタート！修了式✿ 

 学校初の調理分野の職業訓練、調理補助員

養成科。1 ヶ月と職業訓練としては短期間でした

が、2人の訓練生の感想を聞いてみると、 

「今までは包丁を使わないお菓子などを作ってい

ましたが、包丁を使った料理も実践するようになり

ました。」 

「すごく充実した 1 ヶ月間だったので、この勉強を

活かして目標に向けて頑張りたいと思います。」 

と話してくれました。 

1 ヵ月、総訓練時間 95時間のなかで、栄養学

や、調理理論といった学科をはじめ、包丁の握り方

や野菜の切り方などの基礎の実習。郷土食やフレ

ンチ、イタリアンなど様々なことに取り組んでもらいま

した。これら学んだことは勿論、挑戦し続ける気持

ちや、ひとつのことに打ち込んでいく姿勢などを忘れ

ずに、新しいステージで輝いて欲しいと思います！ 

学 校 だ よ り 

発行元：たからべ森の学校 

住 所：曽於市財部町北俣 5410-1 

電 話：0986-28-6120 

F A X：0986-28-6121 

U R L：http://t-morinogakkou.jp/ 

Voｌ.22 



2015年 5月 15日発行  

 

 

 平成 27年度公共職業訓練「農業人材育成科」の第 1回事前説明会を開催しました 

 現在、たからべ森の学校では 7月 1日より開講となる、公共職業訓練「農業人材育成科」の訓練生を 5月 7日から募集しています。そのため 5月 14日

に、受講を検討されている方を対象に、施設見学を兼ねた第 1回目の事前説明会を開催しました。募集開始から 1週間という期間での説明会だったため、

スタッフは皆さん来てくれるかなぁとドキドキしていましたが、今回 9名の方にご参加いただきました。 

 説明会ではまず、プロジェクターで資料を映しながら、学校の概要や、職業訓練とはどのようなものか。また、目標とする仕上がり像や、想定される具体的な就

職先、そしてカリキュラムについてなどの説明をさせていただきました。説明にあたり、ご参加いただいた皆さんに受講中のイメージを具体的なかたちで掴んでも

らえればということで、昨年度の訓練生の様子を写したスライドショーや修了時に訓練生が話してくれた訓練の感想なども交えながらお話をさせていただきまし

た。中には遠方からお越しいただいた方もおり、皆さん熱心に説明を聞いて下さいました。 

 その後、施設見学ということでパソコン室や、トラクターなどの設備、そして学校農園をご案内しました。この日は天気に恵まれたこともあり、せっかくなので収

穫の授業を体験してもらうことに。学校農園で収穫期を迎えた玉ネギと、そら豆を谷口先生のアドバイスのもと皆さんで収穫。楽しみながら学校のこと、そして

農業人材育成科のことを知っていただく機会となりました。 

 農業人材育成科は、6月 5日まで訓練生の募集を行っています。定員は 15名。訓練期間は 7月 1日～12月 28日までとなっています。お申込みの手

続きは公共職業安定所（ハローワーク）となります。 訓練について詳しく知りたいという方のために、事前説明会を次回（最終回）5月 28日（木）10

時より開催します。参加希望の方は、たからべ森の学校（TEL：0986-28-6120）までお申込み下さい。 

月 

曽於市公認イメージキャラクター決定！！  Forest Spaceに新しい楽しみが増えました♪ 

 曽於市観光協会では、昨年の 11月から「曽於市キャラクター ゆるそお

なキャラ・・・募集します」ということで曽於市公認のイメージキャラクターを募

集していました。本社サイバーウェーブのスタッフも、「これは是非チャレンジせ

ねば！」ということで応募していました。 

 全国から 251点の応募があり、選考委員による審査で 18点に絞られ、

その後、市内全ての保育園・幼稚園、小学校、中学校、高校と一般の方

からの人気投票と経て、ついに今月発表となりました。 

 発表を見てびっくり！スタッフが応募した作品が、公認キャラクターとして

選ばれているではありませんか！ 

その名も「そお星人」！！ 

出身地は、遥か宇宙の彼方「そお星」。 

身長 200cm、体重 90kg。性格は 

いたって朗らかで元気な性格をしており、 

好きな食べ物は曽於市の特産品だそうです。 

今後イベントなどがあれば「そお星」からやって 

きて、曽於市の PR を行っていくとのこと。 

初お披露目は 7月 5日の曽於市市制施工 

10周年記念式典の予定となっています。 

これからの活躍を楽しみにしたいと思います！！ 

  中学校時代に職員室として使われていただ教室を、スタッフの手作りで

改装し、現在、訓練生達の休憩室やお客様との打ち合わせスペースなど

多目的に活用している Forest Space。 

 霧島市にお住まいで、財部北中学校時代に理科の先生として 9年間

勤務されていた、四本廣幸さんからご寄付いただいた約 200冊の図書

「四本文庫」や、農業新聞、JA そお鹿児島さんが発行している広報誌

「ソオレーィュ」など日々訓練生を楽しませています。 

 そして今回、再び四本さんよりご連絡をいただき、また素敵な贈り物をい

ただきました。それはなんと、立派な電子ピアノ！！お子さんが小さいころ

使っていたものだったそうですが、思い出のある学校でたくさんの人に素敵

な音楽を奏でていただけたらと、学校へご寄付いただきました。 

学校での憩いのひと時に、 

大切に使わせていただき 

ます。また、学校にお越し 

の方でピアノ弾けます！ 

という方は素敵な演奏を 

お待ちしています！ 

 


